
〜 「リスク発見」から 「安全管理マニュアル」策定へ〜

プラムネット（株） 子ども安全共育事業部

統括リーダー 渡辺 直史

リスクマネジメント 研修会

NPO法人ソフィアキッズクリエイト

令和 ８年度

２０２６ 年 ７ 月 ２０ 日（月） ９：００〜１２：００

「豊かな体験」と 「安全確保」の両立に向けて



自己紹介

l 冒険教育インストラクター
（公財）⽇本アウトワード・バウンド協会（OBJ）理事

l 元 児童養護施設 職員
l プラムネット株式会社 

⼦ども安全共育事業部

渡辺 直史（ウィル）
わたなべ なおふみ

体験活動リーダースアカデミー 主宰
元 ⽇本⼦ども安全学会 理事
⼦ども安全管理⼠協会 YOKOHAMA 代表
EFR救急法 国際資格インストラクター
防災⼠、個⼈情報保護⼠

実践者の
立場から

1

n 事故やケガの防⽌に向けた対策や発⽣時
の対応に関するマニュアルを作成し、 
マニュアルに沿った訓練⼜は研修を⾏い
放課後児童⽀援員等の間で共有する。

放課後児童クラブ運営指針 
第６章 ２（２）

2

主な研修内容
１, 前年度（3⽉）研修の復習

２, リスクマネジメントの基本⼿順と
安全管理マニュアル作成 プロセス

３, マニュアルの運⽤と安全計画

3

１, 前年度（3⽉）研修の復習

4



55

する義務
（結果予見義務）

する義務
（結果回避義務）

指導者の注意義務とは

66

３つの視点からリスク要因を探す

要因 要因

要因

発見

交通・自然

環境・施設

服装道具

子ども
要因

指導者
要因

環境
要因

発見

7

要因のリスクとは

交通・自然
・車,自転車
・天候,寒暖
・風,雷,水
・季節,時間
・危険生物

環境・施設
・高さ,硬さ
・隙間,死角
・重さ,不安定

服装・道具
・ヒモ,毛布
・玩具,食物
・硬さ,鋭利

メモ欄

うごき・ことば

からだ

こころ

環境
要因

指導者
要因

子ども
要因

発見

8

うごき・ことば
・探索行動
・急な動き
・言葉が未熟

からだ
・体格,視野
・嚥下,眠気
・体調,疲れ
・ｱﾚﾙｷﾞｰ,薬

こころ
・性格,感情
・知識,経験
・発達,育ち
・関係性

要因リスクとは

メモ欄



かかわり

からだ

こころ

環境
要因

子ども
要因

指導者
要因

発見

9

かかわり
・目を離す
・急な声かけ
・確認不足
・マルチタスク

からだ
・認知,体力
・体調,疲労
・衰え,服薬

こころ
・知識,経験
・感情,視点
・思い込み
・子ども観

要因のリスクとは

メモ欄 ３つの視点から
「熱中症対策」 を考える

WS

リスク要因から安全対策へ

10

リスク要因と安全対策（書式例）

環
境

子
$
%

指
導
者

リスク要因を
箇条書きで

ガイドラインや
事故事例等も
参考に

安全対策を
箇条書きで

対
策
+
,
-
事
故
0
1
2
3
4
5
6

11

「熱中症」のリスク要因（記入例）

熱
中
症
$
熱
射
病
'!
!
"
#
要
因

環
境

子
$
%

指
導
者

・気温・湿度の高さ
・直射日光（輻射熱）

・熱中症指数の高さ
（WBGT値）
・長時間の活動

・体温調整が未熟
・水分・ミネラル不足
・（激しい）運動
・暑さに慣れていない

・日陰を選ぶ（つくる）

・水分・塩分の補給
・運動負荷の調整

・暑熱順化
（家庭との連携）

・熱中症指数の管理
（中止の判断基準）

・初期症状の見逃し
・指導者が
暑さに慣れていない

・熱中症重症度と
応急処置の理解

・指導者の暑熱順化

・活動時間の調整

12



Ⅰ→脳の酸⽋によるめまい,ふらつき（熱失神）
Ⅰ→塩分喪失による筋⾁の痛み,つり（熱痙攣）
Ⅱ→脱⽔による 倦怠感・頭痛・嘔吐（熱疲労）
Ⅲ→意識障害・痙攣・運動障害など（熱射病）

Ⅰ応急処置 Ⅱ病院受診 Ⅲ救急搬送

熱中症の重症度とその対応

できるだけ冷所に移動し、安静に
衣服をゆるめ、水分, 塩分補給、体を冷やす

応急処置

13

１,事前準備・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ２,体調管理・安全指導

３,役割分担・⼿順 ４,活動場所・⼈員配置

活動名：外遊び 対象：小学１〜３年生○名 期間：通年 事故対策：転倒・転落・首

14

主に

「 要因」の
安全対策から

主に

「 要因」の
安全対策から

主に

「 要因」の
安全対策から

「指導者要因」の
役割分担を
図で表現

２, リスクマネジメントの基本⼿順と
安全管理マニュアル作成 プロセス

15

リスクの

発見
リスクの

評価
リスクの

対処
確認
とフォロー

結果 義務の遵守 結果 義務の遵守

リスクマネジメントの基本手順

豊かな体験 と 安全確保 とを する
16



リスクの

発見
リスクの

評価
リスクの

対処
確認
とフォロー

リスクマネジメントの基本手順と
安全管理マニュアル作成 プロセス

★リスク
ヒヤリハット収集

①損害（事故）想定

②重症度・頻度検討

③優先度の見極め

④リスク要因から
安全対策の検討

・体験の価値検討
・マニュアル作成

⑤マニュアル運用
安全計画へ

17

① 損害（事故）想定

具体的に、どんな事故・ケガが
起こりそうか︖

WS

リスク発⾒

18

②「重症度」と「頻度」とは

WS

リスク評価

19

n 重症度

★ ★ ★ 救急搬送

★ ★ 病院受診

★ スタッフ

「重症度」と「頻度」とは

n 頻度

★ ★ ★ 毎⽇〜毎週

★ ★ 毎⽉〜３ヶ⽉

★ 半年〜1年

20



③「優先度」の⾒極め

WS

リスク評価

21

★ ★ ★
頻度

重症度

★ ★★

★

★
★

★
★
★

優先度 評価表

22

④リスク要因から
安全対策の検討

WS

リスク対処

23

リスク要因と安全対策（書式例）

環
境

子
$
%

指
導
者

リスク要因を
箇条書きで

ガイドラインや
事故事例等も
参考に

安全対策を
箇条書きで

対
策
+
,
-
事
故
0
1
2
3
4
5
6

24



リスク対処 ２つの方向性

リスクを する

リスクを する

対処

25

⽔遊びを

する

リスクを .

⽔
（溺れ）

水遊びの場面で…対処

水遊びの価値

26

安全教育

（ ）

ライフ
ジャケット

（ ）

監視体制

（ ）

リスクを .

⽔
（溺れ）

で対策

水遊びの場面で…対処

27

「熱中症」のリスク要因（記入例）

環
境

子
$
%

指
導
者

・気温・湿度の高さ
・直射日光（輻射熱）

・体温調整が未熟
・水分・ミネラル不足

⭕日陰を選ぶ（つくる）

⭕水分・塩分の補給

熱
中
症
$
熱
射
病
'
!
!
"
#
要
因

できるだけ体験の機会を
保証できるような対策を︕

△野外に出ない

△汗をかかせない

28



環
境

子
$
%

指
導
者

リスク要因と対策 洗い出しへの
生成AI 活用

Chat-GPT

Gemini

perplexity

Claude

Felo

・最初は自分で、自分たちで、現場で、洗い出す
・個人情報や機密情報を入力しない
・ハルシネーション（間違い）を起こすことがある
・AIは、生成した内容に責任を持たない

30

１,事前準備・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ２,体調管理・安全指導

３,役割分担・⼿順 ４,活動場所・⼈員配置

活動名：外遊び 対象：小学１〜３年生○名 期間：通年 事故対策：岩からの転落

主に

「 要因」の

安全対策から

主に

「 要因」の
安全対策から

主に

「 要因」の
安全対策から

「指導者要因」の
役割分担を
図で表現

31

１,事前準備・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ２,体調管理・安全指導

３,役割分担・⼿順 ４,活動場所・⼈員配置

活動名： 対象： 年生 名 期間： 事故対策：

No. .

活動の
ねらい︓

32



⑤ マニュアル運⽤から
安全計画へ

WS

確認・フォロー

33

ソフィアキッズフォレスト 事故予防安全計画

活動名
（場面）

ﾏﾆｭｱﾙ No. 事故名

自由遊び
（ﾐﾆﾊﾟｰｸ）

1-1 岩転落

１ ２ 1２３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11

マニュアルの適用月 ※月初に該当マニュアルを読み合わせ

1-2 蚊刺傷

裏山活動 2-1 交通事故

2-2 落雷

34

n 子どもの安全について、より広く

事故予防/小児救急法/
危険生物対策/子どもの防災他

n 子どもの安全の最新情報など

「体験活動リーダースアカデミー」

LINE 公式アカウント

より広く・深く 学びたい方へ

35

プラムネット株式会社 ⼦ども安全共育事業部
体験活動リーダースアカデミー

〒221-0844
神奈川県横浜市神奈川区沢渡1-2
J プロ⾼島台 サウスビル 4F

TEL︓045-312-6052
FAX︓045-312-6077

academy-office@plumnet.jp

お問い合わせ

36



現
場
を
⾒
な
が
ら
、
具
体
的
に

★
★
★
 
救
急
搬
送

★
★
 
 
病
院
受
診

★
 
 
 
ス
タ
ッ
フ

★
★
★
 
毎
⽇
〜
毎
週

★
★
 
毎
⽉
〜
３
ヶ
⽉

★
 
 
 
６
ヶ
⽉
〜
年

優
先
度
３
以
上
は

直
ち
に
対
策
を

検
討
す
る

場
⾯

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事
故
・
気
づ
い
た
こ
と

想
定
さ
れ
る
事
故

重
症
度

頻
度

優
先
度

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
複
数
で
使
⽤
す
る
際
の
不
安
定
さ
、
⾏
儀
の
悪
さ

秋
葉
お
迎
え
組
の
逃
亡
や
か
く
れ
ん
ぼ
…
⼈
数
が
多
い
の
で
散
り
散
り
に
な
ら
れ
た
ま
ま
道
路
に
出
ら
れ
た
り
、
⾏
⽅

を
く
ら
ま
せ
ら
れ
る
と
安
否
を
確
認
で
き
な
く
て
怖
い

リ
ヒ
ト
く
ん
が
、
⾞
に
乗
る
前
に
傘
を
振
り
回
し
て
い
て
、
他
の
児
童
の
顔
に
当
た
り
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
あ

と
ど
う
な
る
か
の
⾒
通
し
を
考
え
る
よ
う
に
促
し
た
。

⾞
内
で
⽴
ち
上
が
る
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
外
す

⾞
内
で
の
会
話
に
気
を
取
ら
れ
て
の
バ
ッ
ク
事
故

特
に
な
し
…
少
し
ず
れ
ま
す
が
、
お
や
つ
持
ち
込
み
組
の
在
庫
管
理
（
夏
場
に
向
け
て
衛
⽣
⾯
)や
保
護
者
へ
の
お
知
ら

せ
に
時
間
を
頂
い
て
る
、
気
に
配
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す

お
や
つ
準
備
中
に
話
し
か
け
ら
れ
て
、
⼦
ど
も
が
持
っ
て
き
た
お
菓
⼦
が
他
の
お
菓
⼦
と
混
在
し
そ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

カ
ッ
タ
ー
刃
、
替
刃
が
欲
し
い
。
切
れ
な
い
カ
ッ
タ
ー
は
、
逆
に
怪
我
の
リ
ス
ク
が
⼤
き
く
な
る
。

け
ん
ぞ
う
く
ん
が
、
エ
ン
ピ
ツ
を
く
わ
え
た
ま
ま
歩
い
て
い
た
の
で
、
転
倒
す
る
可
能
性
、
他
児
に
刺
さ
る
可
能
性
を

伝
え
た
。

バ
ル
コ
ニ
ー
に
勝
⼿
に
出
て
し
ま
う
→
先
⽣
が
⾒
れ
て
な
い
状
況

裏
⼭
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
ス
ロ
ー
プ
に
あ
る
ロ
ー
プ
の
取
り
替
え

裏
⼭
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ス
ロ
ー
プ
で
⼿
に
と
げ
が
刺
さ
っ
た

裏
⼭
の
ロ
ー
プ
に
⾜
を
引
っ
か
け
、
頭
を
ぶ
つ
け
た
。

⽊
製
、
⽵
製
の
階
段
部
分
⾜
元
が
不
安
定
。
⼿
摺
も
脆
く
な
っ
て
い
る
。

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
の
緩
み
、
ゴ
ー
ル
部
分
の
安
全
対
策

室
内
か
ら
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
⾛
っ
て
出
て
い
く
場
⾯
が
あ
る
→
⾃
転
⾞
と
の
接
触
事
故

裏
の
お
寺
の
畑
作
業
か
ら
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
→
⾃
由
遊
す
る
際
に
遊
び
が
嬉
し
く
て
公
園
に
先
に
⾏
っ
て
し
ま
う
⼦
が

い
る

児
童
が
廊
下
や
英
語
教
室
で
遊
ん
で
い
る
際
、
先
⽣
の
数
が
⾜
り
な
い
と
事
故
が
起
き
る
前
後
の
⽬
配
り
が
で
き
な
い

の
で
は
と
い
う
危
惧
が
あ
り
ま
す
（
例
:ま
さ
ゆ
き
く
ん
と
お
友
達
の
衝
突
？
事
故
)

採
点
等
で
⽬
が
届
い
て
ま
せ
ん
。
（
先
⽣
が
⾒
て
い
な
い
と
き
が
あ
る
）

室
内
の
階
段
で
⾜
を
滑
ら
せ
た

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
る
机
・
椅
⼦
の
上
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
。

岩
か
ら
滑
り
落
ち
た
（
ミ
ニ
パ
ー
ク
？
）

1年
⽣
、
ビ
ー
ズ
を
⼝
に
⼊
れ
て
⾒
せ
て
き
た
。

友
⼈
に
押
さ
れ
て
数
段
の
階
段
を
落
ち
る
。
階
段
に
お
し
り
を
打
ち
付
け
打
⾝
。

⼦
ど
も
の
悪
ふ
ざ
け
(遊
び
中
) 
押
し
倒
し
や
乗
っ
て
し
ま
う
。

机
の
下
に
も
ぐ
る

教
室
に
⼊
れ
替
え
時
、
⼝
を
ぶ
つ
け
て
内
出
⾎
。

物
理
的
に
難
し
い
と
は
思
い
つ
つ
、
ロ
ッ
カ
ー
と
机
と
の
距
離
を
も
う
少
し
広
げ
た
い
。
⼦
ど
も
が
着
席
状
態
で
、

ロ
ッ
カ
ー
と
の
間
を
歩
⾏
で
き
る
幅
。

キ
ッ
チ
ン
部
分
の
雑
然
と
し
た
状
況
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
出
る
サ
ッ
シ
の
施
錠
部
分
の
不
具
合
。

階
段
収
納
で
誰
か
が
閉
め
よ
う
と
し
た
と
き
に
ほ
か
の
⼦
供
が
取
り
出
し
た
い
も
の
を
⾒
つ
け
て
急
に
⼿
を
出
し
て
き

て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
時
が
あ
り
ま
す
。
事
故
ま
で
に
は
⾄
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
閉
め
る
と
き
は
周
り
に
「
閉
め
る
よ
」

と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⽞
関
の
階
段
収
納
（
靴
⼊
れ
）
の
開
け
閉
め
が
し
づ
ら
く
、
⼿
を
は
さ
み
そ
う
な
と
き
が
あ
る

PC
を
使
う
と
き
に
コ
ー
ド
に
⾜
を
ひ
っ
か
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る

掃
除
機
が
倒
れ
て
き
た

施
設
内
の
階
段
 
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
の
⽊
材
の
⾓
が
尖
っ
て
い
る
 
⾮
常
階
段
が
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
狭
い
と
こ
ろ

教
室
内
に
画
鋲
が
落
ち
て
い
た
の
を
⽣
徒
が
発
⾒
し
た

ド
ア
付
ロ
ッ
カ
ー
の
閉
め
忘
れ
で
頭
を
ぶ
つ
け
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
⼿
が
空
か
ず
（
歩
⾏
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ

り
）
ブ
ロ
ッ
ク
を
⾃
⾝
で
取
っ
て
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
閉
め
忘
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
⾒
届
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
も
そ
も
、
備
品
を
置
く
位
置
が
不
明
瞭
で
あ
る

英
語

施
設
・
設
備

20
26
年
4⽉
〜
6⽉
 
ソ
フ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
フ
ォ
レ
ス
ト

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
事

故
・

気
づ

い
た

こ
と

 ま
と

め

送
迎

お
や
つ

室
内
活
動

裏
⼭
で
の

活
動

⾃
由
遊
び



環
境

子
$
%

指
導
者



１,事前準備・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ２,体調管理・安全指導

３,役割分担・⼿順 ４,活動場所・⼈員配置

活動名：  対象： 年生 名  期間：   事故対策：
No. .



岩
か
ら
の
転
落

 リ
ス
ク
要
因
洗
い
出
し

AI
：

 p
er

pl
ex

ity

プ
ロ
ン
プ
ト

⾼
さ
１

m
ほ
ど
の
、
⼤
き
な
岩
の
上
か
ら
⼦
ど
も
（
⼩
学
⽣
）
が
滑
り
落
ち
る
事
故
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
要
因
を
「
環
境
」
「
⼦
ど

も
」
「
指
導
者
」
の
３
つ
に
分
け
て
洗
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
「
環
境
」
に
は
、
⼦
供
ば
⾝
に
つ
け
て
い
る
服
装
や
て
に
持
っ
て
い

る
、
触
れ
て
い
る
も
の
を
含
み
ま
す
。
ま
た
岩
に
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
よ
う
の
ホ
ー
ル
ド
が
数
⼗
セ
ン
チ
間
隔
で
た
く
さ
ん
固
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
候
や
気
温
等
の
要
因
も
環
境
要
因
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
「
⼦
ど
も
」
に
は
、
⼦
ど
も
の
元
々
の
性
格
や
、
知
識
経

験
、
⼈
間
関
係
、
体
調
、
動
き
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
「
指
導
者
」
も
、
知
識
経
験
、
⼦
ど
も
や
他
の
指
導
者
と
の
関
係
、
役
割
分

担
や
⽴
ち
位
置
、
体
調
や
疲
労
度
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

⽣
成

以
下
は
、
⾼
さ

1m
ほ
ど
の
岩
か
ら
⼩
学
⽣
が
滑
り
落
ち
る
事
故
を
想
定
し
た
、
リ
ス
ク
要
因
の
洗
い
出
し
で
す
。
⼦
ど
も
の
転
落
事
故
で
は
、
服

装
や
持
ち
物
、
天
候
、
⾒
守
り
の
不
⼗
分
さ
、
⼦
ど
も
の
衝
動
的
⾏
動
が
重
な
る
と
重
⼤
化
し
や
す
く
、
低
い
⾼
さ
で
も
頭
部
受
傷
や
⾻
折
が
起
こ

り
得
ま
す
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
環
境
岩
の
形
状
そ
の
も
の
が
、
⾜
を
滑
ら
せ
や
す
い
、
⾜
場
が
不
安
定
、
段
差
や
凹
凸
で
つ
ま
ず
き
や
す
い
。
⾼
さ

1m
で
も
落
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
⼤
き

く
、
転
落
後
に
頭
部
を
打
ち
や
す
い
。

[k
as

en
.o
r]

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
⽤
ホ
ー
ル
ド
が
数
⼗
セ
ン
チ
間
隔
で
多
数
あ
る
こ
と
で
、
⼦
ど
も
が
「
登
れ
る
場
所
」
と
認
識
し
や
す
く
、
上
へ
進
む
⾏
動
を
誘
発

し
や
す
い
。
ホ
ー
ル
ド
の
⼀
部
が
岩
⾓
・
突
起
物
と
し
て
引
っ
か
か
り
の
原
因
に
も
な
り
得
る
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
岩
の
表
⾯
状
態
が
滑
り
や
す
い
要
素
を
含
む
場
合
、
危
険
が
増
す
。
具
体
的
に
は
、
濡
れ
、
コ
ケ
、
泥
、
砂
利
、
浮
き
⽯
、
脆
い
岩
⾯
な
ど
が
あ
る

と
滑
落
し
や
す
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
天
候
要
因
と
し
て
、
⾬
で
濡
れ
て
い
る
、
霧
で
⾒
通
し
が
悪
い
、
強
⾵
で
姿
勢
が
乱
れ
る
、
気
温
が
⾼
く
て
疲
れ
や
す
い
、
低
温
で
筋
緊
張
や
判
断

⼒
が
落
ち
る
、
と
い
っ
た
条
件
が
重
な
る
と
危
険
が
増
す
。

[k
as

en
.o
r]

⾜
元
が
⾒
え
に
く
い
時
間
帯
や
陰
影
が
強
い
場
所
で
は
、
段
差
や
落
差
の
認
識
が
⽢
く
な
り
や
す
い
。
⼭
岳
事
故
で
は
「
滑
る
」
「
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
」
が
主
要
な
誘
因
と
し
て
多
く
、
現
場
条
件
と
動
作
が
重
な
る
と
転
落
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
⼦
ど
も
が
⾝
に
つ
け
て
い
る
服
装
に
、
フ
ー
ド
、
⻑
い
ひ
も
、
⾸
ま
わ
り
の
紐
、
ダ
ボ
つ
い
た
裾
、
滑
り
や
す
い
靴
、
脱
げ
や
す
い
靴
、
リ
ュ
ッ
ク

の
肩
ひ
も
な
ど
が
あ
る
と
、
引
っ
か
か
り
や
動
作
制
限
の
要
因
に
な
る
。
持
ち
物
で
は
⽔
筒
、
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ホ
、
棒
、
傘
、
⾍
取
り
網
な
ど
が
バ

ラ
ン
ス
を
崩
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
。

[k
as

en
.o
r]

⼿
に
何
か
を
持
っ
て
い
る
、
岩
に
触
れ
て
い
る
、
写
真
撮
影
や
採
取
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
両
⼿
が
ふ
さ
が
り
姿
勢
制
御
が
難
し
く
な

る
。

[k
as

en
.o
r]

⼦
ど
も

「
⾃
分
な
ら
で
き
る
」
と
考
え
や
す
い
、
挑
戦
欲
求
が
強
い
、
競
争
⼼
が
強
い
、
注
意
よ
り
興
味
が
先
に
⽴
つ
性
格
は
、
危
険
な
⾼
さ
で
も
登
っ
て

し
ま
う
要
因
に
な
る
。

[m
lit
.g
o]

友
達
に
⾒
ら
れ
て
い
る
、
負
け
た
く
な
い
、
先
に
⾏
き
た
い
、
上
の
⼦
に
追
い
つ
き
た
い
と
い
っ
た
⼈
間
関
係
の
影
響
で
、
無
理
な
⾏
動
を
と
り
や

す
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
岩
遊
び
や
段
差
の
あ
る
場
所
で
の
経
験
が
少
な
い
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
的
な
動
き
に
慣
れ
て
い
な
い
、
危
険
認
知
が
未
熟
、
⾜
場
確
認
や
三
点
⽀
持
の

知
識
が
不
⼗
分
だ
と
転
落
し
や
す
い
。

[m
lit
.g
o]

疲
労
、
空
腹
、
喉
の
渇
き
、
暑
さ
寒
さ
、
寝
不
⾜
、
体
調
不
良
が
あ
る
と
、
集
中
⼒
と
バ
ラ
ン
ス
能
⼒
が
落
ち
る
。
⼭
岳
事
故
で
も
疲
労
は
独
⽴
し

た
事
故
要
因
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
あ
わ
て
る
、
ふ
ざ
け
る
、
⾛
る
、
振
り
向
く
、
後
ろ
向
き
に
降
り
る
、
⾜
元
を
⾒
な
い
、
と
い
っ
た
動
き
は
典
型
的
な
危
険
⾏
動
で
あ
る
。

[k
as

en
.o
r]

⾝
体
発
達
の
差
、
筋
⼒
不
⾜
、
バ
ラ
ン
ス
能
⼒
の
未
熟
さ
、
⼿
⾜
の
⻑
さ
と
体
格
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
登
る
・
下
り
る
動
作
で
不
安
定
さ
を
増
や

す
。

[k
as

en
.o
r]

そ
の
場
の
興
奮
や
⾼
揚
で
「
危
な
い
」
と
分
か
っ
て
も
⽌
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
危
険
予
知
よ
り
⾏
動
が
先
に
出
る
。

[m
lit
.g
o]

既
に
別
の
場
所
で
叱
責
を
受
け
て
い
る
、
仲
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
、
焦
り
や
不
満
が
あ
る
場
合
も
注
意
⼒
低
下
に
つ
な
が
る
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
指
導
者

岩
場
の
危
険
性
を
⼗
分
に
⾒
積
も
れ
て
い
な
い
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
要
素
を
遊
び
と
し
て
扱
い
す
ぎ
る
、

1m
程
度
だ
か
ら
⼤
丈
夫
と
考
え
る
、
な
ど

の
認
識
不
⾜
は
重
⼤
な
要
因
に
な
る
。

[m
lit
.g
o]

⼦
ど
も
の
⼈
数
に
対
し
て
⾒
守
り
が
不
⾜
し
て
い
る
、
視
線
が
届
か
な
い
、
死
⾓
が
あ
る
、
役
割
分
担
が
曖
昧
、
⽴
ち
位
置
が
悪
い
と
、
滑
落
の
瞬

間
に
⽌
め
ら
れ
な
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
⼦
ど
も
や
他
の
指
導
者
と
の
関
係
が
不
安
定
だ
と
、
指
⽰
が
通
ら
な
い
、
注
意
が
受
け
⼊
れ
ら
れ
な
い
、
危
険
⾏
動
を
⽌
め
に
く
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
「
少
し
だ
け
な
ら
」
「
こ
の
⾼
さ
な
ら
平
気
」
と
い
っ
た
判
断
の
⽢
さ
、
事
前
の
危
険
予
知
不
⾜
、
撤
退
基
準
の
不
明
確
さ
は
、
事
故
を
招
き
や
す

い
。

[m
lit
.g
o]

体
調
不
良
、
疲
労
、
暑
熱
、
睡
眠
不
⾜
、
注
意
⼒
低
下
が
あ
る
と
、
状
況
把
握
と
声
か
け
の
質
が
落
ち
る
。
⼭
岳
事
故
で
は
リ
ー
ダ
ー
⾃
⾝
の
安
全

性
も
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
役
割
分
担
が
曖
昧
で
、
誰
が
先
頭
・
末
尾
・
危
険
箇
所
の
監
視
を
担
う
か
決
ま
っ
て
い
な
い
と
、
⼦
ど
も
の
動
き
に
即
応
で
き
な
い
。

[fu
ku

no
sa

ng
ak

u.
m
oo

]
指
導
者
が
写
真
撮
影
や
説
明
、
別
の
⼦
へ
の
対
応
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
、
⼦
ど
も
が
先
に
登
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

[k
as

en
.o
r]

事
前
に
「
登
ら
な
い
」
「
⾶
び
降
り
な
い
」
「
⼀
⼈
で
近
づ
か
な
い
」
を
具
体
的
に
共
有
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
守
ら
せ
る
仕
組
み
が
な
い
場

合
、
危
険
⾏
動
が
起
こ
り
や
す
い
。

[m
lit
.g
o]

使
い
⽅

こ
の
整
理
は
、
事
故
分
析
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
検
討
で
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
必
要
な
ら
次
に
、
「
事
故
発
⽣
前
」
「
事
故
発
⽣
時
」
「
事
故
後
」
の

3段
階
に
分
け
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
に
落
と
し
込
め
ま
す
。


